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第1章

概要
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1.1
REST Client
コンポーネント
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【REST Clientコンポーネント】

・ REST ClientコンポーネントではHTTPベースのRESTful APIを利用することができます。

・ HTTPメソッドでリクエストを実行し、レスポンスの結果をXML、JSONのデータ形式で

取得します。

1.1 REST Clientコンポーネント

5

リクエスト
(HTTPメソッド / 要求内容 )

レスポンス
(HTTPコード / JSON、XMLなど)

REST API

Web Service

送信側(クライアント) 受信側(サーバ)
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1.1 REST Clientコンポーネント
【REST Client リソース】

・ REST Clientコンポーネントを使用する場合、リソース設定でREST Clientエントリを作成し、

APIサーバのURL、および認証プロセスに必要な情報を指定する必要があります。

・ セキュリティタイプでOAuth2を選択した場合、アクセス/リフレッシュトークンを取得します。

・ APIエンドポイントURLとなるパス、および各パスのパラメータを定義します。

6

APIサーバのURL、
認証情報を指定

Oauth２認証の場合、
トークン取得

APIエンドポイントURLとなる
パスを指定
中括弧”{}”で囲むことで動
的パスパラメータを指定可能

クエリ/ヘッダ/フォームの
各パラメータを設定
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1.1 REST Clientコンポーネント
【フローステップの構成】

7

パス REST APIのパスを選択(リストはリソース設定から生成)

オペレーション GET/POST/PUT/PATCH/HEAD/DELETEから選択

コンテンツタイプ リクエスト/レスポンスの送受信されるコンテンツタイプ

エンコーディング リクエストの一部として送信されるデータのエンコードを選択

結果保存 REST APIの結果をファイルまたは変数へ格納するかを指定

ステータスコード リクエストによって返されるHTTPレスポンスコード

メッセージ リクエストによって返されるHTTPレスポンスメッセージ

RESTクライアントリソースに設定されているク
エリパラメータ、ヘッダパラメータのデフォルト値
を上書きすることができます

次頁
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1.1 REST Clientコンポーネント
【データマッピング】

・ 「RESTクライアント設定」設定ダイアログでスキーマ更新ボタンを押下すると

REST ClientコンポーネントのフォームパラメータをREST Clientリソースの設定と同期します。

・ 生成されたスキーマはデータマッパーのフォームパラメータを反映するために使用され、

データマッパーの送り先タブで値を設定することができます。

8

パスパラメータやフォームパラメータ、
リクエストデータを設定

リソース設定からスキーマ情報(xsd)
と同期(自動生成・更新)
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第2章

使用例

(Google Drive API 編)
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2.1
Google API を
使用するための設定
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ ブラウザからGoogle Developers Console (https://console.developers.google.com) にアクセスし、

ご利用のGoogle アカウントでログインします。

11

https://console.developers.google.com/
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ アクセスして表示された画面上に「このページを表示するには、プロジェクトを選択してください」

が表示されます。その横の「作成」をクリックします。(または「プロジェクトの選択▼」から)

12
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ 新しいプロジェクトの作成画面で「プロジェクト名」に任意の名前を入力し、「作成」ボタンを

押します。

13
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ 画面に表示されたリンク「APIライブラリ」をクリックします。

(左メニューから「ライブラリ」、または上段の「APIとサービスの有効化」でも可）

14
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ APIライブラリの検索ボックスへ「Drive」と入力します。

15
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ 検索結果から「Google Drive API」をクリックします。

16
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ 画面中央の「有効にする」ボタンを押します。

17
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ 次に認証情報を作成します。画面の左メニューから「認証情報」をクリックします。

(右上の「認証情報を作成」でも可)

18
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ 「認証情報を作成」ボタンを押し、リストから「OAuthクライアントID」をクリックします。

19
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ はじめてクライアントIDを作成する場合、同意画面の設定が求められます。

右上の「同意画面を設定」ボタンを押します。

20
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ OAuth同意画面で必須となる「アプリケーション名」と「サポートメール」を入力します。

21
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ アクセスレベルを付与するため、「スコープを追加」ボタンを押します。

22
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ 表示されたスコープ一覧から Google Drive API で必要なスコープを確認し、チェックします。

(参照 ：Drive API のOAuthスコープ (https://developers.google.com/drive/api/v3/about-auth)）

23

https://developers.google.com/drive/api/v3/about-auth
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ 「保存」ボタンを押して、OAuth同意画面を終了します。

(保存後にクライアントID作成画面に戻ります）

24
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ OAuthクライアントID作成画面で「アプリケーションの種類」で”その他”を選択、「名前」に任意の

アプリケーション名を入力し、「作成」ボタンを押します。

25
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ クライアントIDとクライアントシークレットが発行されたことを確認し、「OK」ボタンを押します。

26
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2.1 Google APIを使用するための設定
・ 作成されたクライアントIDが一覧表示されます。

右端のダウンロードアイコンをクリックし、JSONファイルダウンロードしておきます。

27
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2.2
REST Client
リソースの設定
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2.2 REST Clientリソースの設定
・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」を選択した状態で「追加」ボタンを押し、リソースタイプ「REST Client」の

リソースを作成します。

29
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2.2 REST Clientリソースの設定
・ サーバURL「https://www.googleapis.com」を入力し、セキュリティに「OAuth」を選択します。

・ Google Developers Console でダウンロードしたJSONファイルを元に認証情報を入力します。

・ スコープ「https://www.googleapis.com/auth/drive」を入力し「Access Token」ボタンを押します。

30

【ダウンロードしたJSOLファイル】 ※ 赤文字の箇所を参照して入力します
{
“client_id”:“クライアントID",
“project_id”:“プロジェクトID",
“auth_uri”:“認証URL",
“token_uri”:“アクセストークンURL",
“auth_provider_x509_cert_url”:“認証プロバイダURL",
“client_secret”:“クライアントシークレット",
“redirect_uris”:[“urn:ietf:wg:oauth:2.0:oob”,“コールバックURL"]

}
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2.2 REST Clientリソースの設定
・ 承認画面でユーザIDとパスワードを入力しログインします。

・ 許可の確認画面(スコープによる)が表示されるので「Allow」ボタンを押します。

31
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2.2 REST Clientリソースの設定
・ アクセストークンが取得できたことを確認します。

・ 「OAuth Refresh Token Status」が「Available」になったことを確認します。

32
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2.3
Google Driveへ
ファイルをアップロード
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2.3 Google Driveへファイルをアップロード
【API仕様】 ※Google Drive API V3 を元に記載しています。

公式リファレンス(https://developers.google.com/drive/api/v3/reference)「Files:create」より

・ アップロード URI

POST https://www.googleapis.com/upload/drive/v3/files

・ クエリパラメータ（必須）

uploadType （media/multipart/resumable）

・ リクエスト Body

a） メタデータ

ファイルのメタデータをJSON形式で指定（ application/json; charset=UTF-8 ）

b) メディア

ファイルのデータを指定(任意のMIMEタイプ)

・ レスポンス Body

ファイルのメタデータ（V3では最低限の情報のみ。必要なリソースはリクエスト時に指定）

34

https://developers.google.com/drive/api/v3/reference
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2.3 Google Driveへファイルをアップロード
【URIパスとパラメータの設定】

・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」 ＞ 「REST Client」を選択した状態で「Paths」ボタンを押します。

35
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2.3 Google Driveへファイルをアップロード
【URIパスとパラメータの設定例】

・ 左ペイン下の「パラメータ」ボタンを押して、パスを入力します。

・ パスを選択した状態で、右ペイン下の「パラメータ」ボタンを押し、必要なパラメータを入力します。

36

サーバURLを除
いた(APIバー
ジョンやリソースを
識別する部分）
パスを指定しま
す。ここでは、
「/upload/driv
e/v3/files」

タブを切り替えてパラメータを設定します
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2.3 Google Driveへファイルをアップロード
【ステップの設定例】

37

項目 値

リソース名 プロパティペインでREST Clientリソースを選択。

パス リソース設定のリストからパスを選択。

オペレーション 「POST」を選択。

リクエスト
Content-Type

ボタンを押して「multipart/form-data」を選択

レスポンス
Content-Type

ボタンを押して「application/json」を選択

結果保存 「変数」を選択し、結果を格納する変数を指定。
APIから戻されるJSONデータが格納されます

ステータスコード HTTPステータスを格納する変数を指定

メッセージ HTTPレスポンスメッセージを格納する変数を指定

成功 「Valiable」を選択し、成否を格納する変数を指定。
成功時は「True」、失敗時は「False」が格納されます。
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2.3 Google Driveへファイルをアップロード
【マッパー画面の設定例】

38

ルートノードは自動的に「変数」に設定され、
リクエスト用のデータがXML変数「C.UserXML」に格納されます。

ここではフォームパラメータのプロパティ「計算値」に直
接、値を指定していますが、送り元にFlat Fileなどを
指定し、送り元から値をマッピングすることも可能です。

画像ファイル「C:¥temp¥Magicxpi.jpg」をファイル名
「Upload Magic Xpi」でアップロード
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2.3 Google Driveへファイルをアップロード
【実行結果】

39

アップロードファイル

レスポンスデータ

ファイル名「Upload Magic Xpi」
でアップロード

※次章以降の更新・削除処理では、こちらのレスポンスデータから「FileId」を取得したものを利用しています。
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2.4
Google Driveの
ファイルに説明を追加
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2.4 Google Driveのファイルに説明を追加
【API仕様】 ※Google Drive API V3 を元に記載しています。

公式リファレンス(https://developers.google.com/drive/api/v3/reference)「Files:update」より

・ メタデータ URI

PATCH https://www.googleapis.com/drive/v3/files/{fileId}

※注 V3ではPATCHメソッドを使用。PUTメソッドではエラーとなります。

・ パスパラメータ（必須）

fileId (対象のファイルID)

・ リクエスト Body

ファイルのメタデータをJSON形式で指定（ application/json; charset=UTF-8 ）

・ レスポンス Body

ファイルのメタデータ（V3では最低限の情報のみ。必要なリソースはリクエスト時に指定）

41

https://developers.google.com/drive/api/v3/reference
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2.4 Google Driveのファイルに説明を追加
【URIパスとパラメータの設定】

・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」 ＞ 「REST Client」を選択した状態で「Paths」ボタンを押します。

42
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2.4 Google Driveのファイルに説明を追加
【URIパスとパラメータの設定例】

・ 左ペイン下の「パラメータ」ボタンを押して、パスを入力します。

・ パスを選択した状態で、右ペイン下の「パラメータ」ボタンを押し、必要なパラメータを入力します。

43

パスパラメータは
中括弧{}で括
るころで動的に
値を設定可能で
す。
ここでは、
「 /drive/v3/fi
les/{fileId} 」

タブを切り替えてパラメータを設定します。
ここでは、設定なし
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2.4 Google Driveのファイルに説明を追加
【ステップの設定例】

44

項目 値

リソース名 プロパティペインでREST Clientリソースを選択。

パス リソース設定のリストからパスを選択。

オペレーション 「PATCH」を選択。

リクエスト
Content-Type

ボタンを押して「application/json」を選択

レスポンス
Content-Type

ボタンを押して「application/json」を選択

要求
エンコーディング

リクエストの一部として送信されるデータのエンコードを指
定。リストから「UTF-8」を選択

結果保存 「変数」を選択し、結果を格納する変数を指定。
APIから戻されるJSONデータが格納されます

ステータスコード HTTPステータスを格納する変数を指定

メッセージ HTTPレスポンスメッセージを格納する変数を指定

成功 「Valiable」を選択し、成否を格納する変数を指定。
成功時は「True」、失敗時は「False」が格納されます。
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2.4 Google Driveのファイルに説明を追加
【マッパー画面の設定例 –送り元-】

・ ファイルのメタ情報を更新するには、ファイルIDを知る必要があります。

下記の例では、アップロード時のレスポンスデータから取得したIDを送り元に設定しています。

45

アップロード時に取得したファイルIDをパスパラメータ
の「fileId」へマッピング。
不明な場合は事前にファイル一覧の取得APIでメ
タ情報を取得する必要があります。
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2.4 Google Driveのファイルに説明を追加
【マッパー画面の設定例 –送り先-】

46

ファイルの説明に
「 Description is Added by Magic Xpi 」
を追加

ルートノードは自動的に「変数」に設定され、
リクエスト用のデータがXML変数「C.UserXML」に格納されます。
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2.4 Google Driveのファイルに説明を追加
【実行結果】

47

アップロードファイル

レスポンスデータファイルの説明に
「Description is Added by Magic Xpi」
が追加
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2.5
Google Driveへ
ファイルのコピー作成
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2.5 Google Driveへファイルのコピー作成
【API仕様】 ※Google Drive API V3 を元に記載しています。

公式リファレンス(https://developers.google.com/drive/api/v3/reference)「Files:copy」より

・ メタデータ URI

POST https://www.googleapis.com/drive/v3/files/ ｛fileId｝ /copy

・ パスパラメータ（必須）

fileId (対象のファイルID)

・ リクエスト Body

ファイルのメタデータをJSON形式で指定（ application/json; charset=UTF-8 ）

・ レスポンス Body

ファイルのメタデータ（V3では最低限の情報のみ。必要なリソースはリクエスト時に指定）

49

https://developers.google.com/drive/api/v3/reference
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2.5 Google Driveへファイルのコピー作成
【URIパスとパラメータの設定】

・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」 ＞ 「REST Client」を選択した状態で「Paths」ボタンを押します。

50
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2.5 Google Driveへファイルのコピー作成
【URIパスとパラメータの設定例】

・ 左ペイン下の「パラメータ」ボタンを押して、パスを入力します。

・ パスを選択した状態で、右ペイン下の「パラメータ」ボタンを押し、必要なパラメータを入力します。

51

パスパラメータは中括弧{}で
括るころで動的に値を設定可
能です。
ここでは、
「/drive/v3/files/{fileId}
/copy」

タブを切り替えてパラメータを設定します。
ここでは、設定なし
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2.5 Google Driveへファイルのコピー作成
【ステップの設定例】

52

項目 値

リソース名 プロパティペインでREST Clientリソースを選択。

パス リソース設定のリストからパスを選択。

オペレーション 「POST」を選択。

リクエスト
Content-Type

ボタンを押して「application/json」を選択

レスポンス
Content-Type

ボタンを押して「application/json」を選択

要求
エンコーディング

リクエストの一部として送信されるデータのエンコードを指
定。リストから「UTF-8」を選択

結果保存 「変数」を選択し、結果を格納する変数を指定。
APIから戻されるJSONデータが格納されます

ステータスコード HTTPステータスを格納する変数を指定

メッセージ HTTPレスポンスメッセージを格納する変数を指定

成功 「Valiable」を選択し、成否を格納する変数を指定。
成功時は「True」、失敗時は「False」が格納されます。
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2.5 Google Driveへファイルのコピー作成
【マッパー画面の設定例 –送り元-】

・ ファイルのコピーには、対象となるファイルのファイルIDを知る必要があります。

下記の例では、アップロード時のレスポンスデータから取得したIDを送り元に設定しています。

53

アップロード時に取得したファイルIDをパスパラメータ
の「fileId」へマッピング。
不明な場合は事前にファイル一覧の取得APIでメ
タ情報を取得する必要があります。
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2.5 Google Driveへファイルのコピー作成
【マッパー画面の設定例 –送り先-】

54

ファイル名を
「 Copy of Image Uploaded from Magic Xpi」
でコピー

ルートノードは自動的に「変数」に設定され、
リクエスト用のデータがXML変数「C.UserXML」に格納されます。
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2.5 Google Driveへファイルのコピー作成
【実行結果】

55

アップロードファイル

レスポンスデータ

ファイル名
「Copy of Image Uploaded from Magic Xpi」

でコピー作成



All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2018All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2018

2.6
Google Driveの
ファイルをダウンロード
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2.6 Google Driveのファイルをダウンロード
【API仕様】 ※Google Drive API V3 を元に記載しています。

公式リファレンス(https://developers.google.com/drive/api/v3/reference)「Files:get」より

・ メタデータ URI

GET https://www.googleapis.com/drive/v3/files/｛fileId｝

・ パスパラメータ（必須）

fileId (対象のファイルID)

・ クエリパラメータ（必須）

alt=media

・ リクエスト Body

なし

・ レスポンス Body

ファイルデータ(実体)

57

https://developers.google.com/drive/api/v3/reference
https://www.googleapis.com/drive/v3/files/｛fileId
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2.6 Google Driveのファイルをダウンロード
【URIパスとパラメータの設定】

・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」 ＞ 「REST Client」を選択した状態で「Paths」ボタンを押します。

58
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2.6 Google Driveのファイルをダウンロード
【URIパスとパラメータの設定例】

・ 左ペイン下の「パラメータ」ボタンを押して、パスを入力します。

・ パスを選択した状態で、右ペイン下の「パラメータ」ボタンを押し、必要なパラメータを入力します。

59

パスパラメータは
中括弧{}で括
るころで動的に
値を設定可能で
す。
ここでは、
「 /drive/v3/fi
les/{fileId} 」

タブを切り替えてパラメータを設定します
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2.6 Google Driveのファイルをダウンロード
【ステップの設定例】

60

項目 値

リソース名 プロパティペインでREST Clientリソースを選択。

パス リソース設定のリストからパスを選択。

オペレーション 「GET」を選択。

結果保存 「変数」を選択し、結果を格納する変数を指定。
APIから戻されるJSONデータが格納されます
※下記参照

ステータスコード HTTPステータスを格納する変数を指定

メッセージ HTTPレスポンスメッセージを格納する変数を指定

成功 「Valiable」を選択し、成否を格納する変数を指定。
成功時は「True」、失敗時は「False」が格納されます。

※ダウンロードファイルを直接保存する場合、結果保存に
”File”を選択し、保存先のパスを指定します。
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2.6 Google Driveのファイルをダウンロード
【マッパー画面の設定例 –送り元-】

・ ファイルをのダウンロードするには、対象となるファイルのファイルIDを知る必要があります。

下記の例では、アップロード時のレスポンスデータから取得したIDを送り元に設定しています。

61

アップロード時に取得したファイルIDをパスパラメータ
の「fileId」へマッピング。
不明な場合は事前にファイル一覧の取得APIでメタ
情報を取得する必要があります。
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2.6 Google Driveのファイルをダウンロード
【マッパー画面の設定例 –送り先-】

62

ルートノードは自動的に「変数」に設定され、
リクエスト用のデータがXML変数「C.UserXML」に格納されます。
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2.6 Google Driveのファイルをダウンロード
【実行結果】

63

レスポンスデータ
結果保存先に”Variable”を指定した場合、
ダウンロードファイルはファイル管理コンポーネントを
仕様して復元します。
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2.7
Google Driveから
ファイルを削除
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2.7 Google Driveからファイルを削除
【API仕様】 ※Google Drive API V3 を元に記載しています。

公式リファレンス(https://developers.google.com/drive/api/v3/reference)「Files:delete」より

・ メタデータ URI

DELETE https://www.googleapis.com/drive/v3/files/｛fileId｝

・ パスパラメータ（必須）

fileId (対象のファイルID)

・ リクエスト Body

なし

・ レスポンス Body

空のレスポンスBody

65

https://developers.google.com/drive/api/v3/reference
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2.7 Google Driveからファイルを削除
【URIパスとパラメータの設定】

・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」 ＞ 「REST Client」を選択した状態で「Paths」ボタンを押します。

66
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2.7 Google Driveからファイルを削除
【URIパスとパラメータの設定例】

・ 左ペイン下の「パラメータ」ボタンを押して、パスを入力します。

・ パスを選択した状態で、右ペイン下の「パラメータ」ボタンを押し、必要なパラメータを入力します。

67

パスパラメータは中括弧{}で括る
ころで動的に値を設定可能で
す。ここでは、
「 /drive/v3/files/{fileId} 」

タブを切り替えてパラメータを設定します。
ここでは、設定なし
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2.7 Google Driveからファイルを削除
【ステップの設定例】

68

項目 値

リソース名 プロパティペインでREST Clientリソースを選択。

パス リソース設定のリストからパスを選択。

オペレーション 「DELETE」を選択。

結果保存 「変数」を選択し、結果を格納する変数を指定。
APIから戻されるJSONデータが格納されます

ステータスコード HTTPステータスを格納する変数を指定

メッセージ HTTPレスポンスメッセージを格納する変数を指定

成功 「Valiable」を選択し、成否を格納する変数を指定。
成功時は「True」、失敗時は「False」が格納されます。
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2.7 Google Driveからファイルを削除
【マッパー画面の設定例 –送り元-】

・ ファイルの削除には、対象となるファイルのファイルIDを知る必要があります。

下記の例では、アップロード時のレスポンスデータから取得したIDを送り元に設定しています。

69

アップロード時に取得したファイルIDをパスパラメータ
の「fileId」へマッピング。
不明な場合は事前にファイル一覧の取得APIでメタ
情報を取得する必要があります。
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2.7 Google Driveからファイルを削除
【マッパー画面の設定例 –送り先-】

70

ルートノードは自動的に「変数」に設定され、
リクエスト用のデータがXML変数「C.UserXML」に格納されます。
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2.7 Google Driveからファイルを削除
【実行結果】

71

アップロードファイル
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第3章

使用例

(kintone REST API 編)
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3.1
kintone REST API を
使用するための準備
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3.1 kintone REST APIを使用するための準備
・ kintone REST API の認証に使用するAPIトークンをアプリごとに生成します。

・ アプリ設定ボタンから、「カスタマイズ/サービス連携」 - 「APIトークン」を選択します。

74

※ kintone REST APIを実行するためのユーザ認証に
は、パスワード認証やAPIトークン認証、OAuthクライアン
ト認証などがありますが、本資料では一例として、APIトー
クン認証を使用する方法を記載しています
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3.1 kintone REST APIを使用するための準備
・ APIトークン設定画面で、「生成する」ボタンをクリックします。

75
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3.1 kintone REST APIを使用するための準備
・ 生成されたAPIトークンに対して、許可する操作のチェックボックスを選択します。

・ 「保存」をクリックします。

76
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3.1 kintone REST APIを使用するための準備
・ 「アプリを更新」をクリックします。

77
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3.1 kintone REST APIを使用するための準備
・ 設定メニューからアプリ管理画面を開きます。

・ 接続先の「アプリのID」を確認しておきます。

78
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3.2
REST Client
リソースの設定
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3.2 REST Clientリソースの設定
・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」を選択した状態で「追加」ボタンを押し、リソースタイプ「REST Client」の

リソースを作成します。

80
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2.2 REST Clientリソースの設定
・ サーバURL「https://(サブドメイン名).cybozu.com」を入力し、セキュリティに「None」を選択します。

※ APIトークン認証の場合はリクエストヘッダ「X-Cybozu-API-Token」に指定します。

81
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3.3
kintoneからレコード
を取得する



All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2018

3.3 kintoneからレコードを取得する
【API仕様】

cybozu developer network（https://developer.cybozu.io/hc/ja/articles/202331474)より

・ HTTPメソッド

GET

・ URI

https://(サブドメイン名).cybozu.com/k/v1/record.json

・ リクエストパラメータ（必須）

app （数値、または文字列）

id （数値、または文字列）

・ リクエスト Body

なし

・ レスポンス Body

クエリ指定したデータを含む、レコード（JSONで返される）

83
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3.3 kintoneからレコードを取得する
【URIパスとパラメータの設定】

・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」 ＞ 「REST Client」を選択した状態で「Paths」ボタンを押します。

84
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3.3 kintoneからレコードを取得する
【URIパスとパラメータの設定例】

・ 左ペイン下の「パラメータ」ボタンを押して、パスを入力します。

・ パスを選択した状態で、右ペイン下の「パラメータ」ボタンを押し、必要なパラメータを入力します。

85

サーバURLを除
いた(APIバー
ジョンやリソースを
識別する部分）
パスを指定しま
す。ここでは、
「 /k/v1/record.j
son 」

タブを切り替えてパラメータを設定します
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3.3 kintoneからレコードを取得する
【ステップの設定例】

86

項目 値

リソース名 プロパティペインでREST Clientリソースを選択。

パス リソース設定のリストからパスを選択。

オペレーション 「GET」を選択。

レスポンス
Content-Type

ボタンを押して「application/json」を選択

結果保存 「変数」を選択し、結果を格納する変数を指定。
APIから戻されるJSONデータが格納されます

ステータスコード HTTPステータスを格納する変数を指定

メッセージ HTTPレスポンスメッセージを格納する変数を指定

成功 「Valiable」を選択し、成否を格納する変数を指定。
成功時は「True」、失敗時は「False」が格納されます。

※ 前頁のパラメータ値は、「パラメータ」ボタンで設定・
変更します。(設定値を変数にすることで動的に反映)
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3.3 kintoneからレコードを取得する
【マッパー画面の設定例】

87

ルートノードは自動的に「変数」に設定され、
リクエスト用のデータがXML変数「C.UserXML」に格納されます。

クエリパラメータとしてURI文字列
に含めた形式でリクエストするた
め、ここでは何も指定しません。
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3.3 kintoneからレコードを取得する
【実行結果】

88

kintoneアプリ レスポンスデータ
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3.4
kintoneへレコード
を登録する
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3.4 kintoneへレコードを登録する
【API仕様】

cybozu developer network（https://developer.cybozu.io/hc/ja/articles/202166160)より

・ HTTPメソッド

POST

・ URI

https://(サブドメイン名).cybozu.com/k/v1/record.json

・ リクエストパラメータ（必須）

app （数値、または文字列）

・ リクエスト Body

レコード情報(フィールドコードとフィールドの値)をJSON形式で指定

・ レスポンス Body

登録したレコードのレコードIDとリビジョン(JSONで返される）

90
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3.4 kintoneへレコードを登録する
【URIパスとパラメータの設定】

・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」 ＞ 「REST Client」を選択した状態で「Paths」ボタンを押します。

91
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3.4 kintoneへレコードを登録する
【URIパスとパラメータの設定例】

・ 左ペイン下の「パラメータ」ボタンを押して、パスを入力します。

・ パスを選択した状態で、右ペイン下の「パラメータ」ボタンを押し、必要なパラメータを入力します。

92

サーバURLを除
いた(APIバー
ジョンやリソースを
識別する部分）
パスを指定しま
す。ここでは、
「 /k/v1/record.j
son 」

タブを切り替えてパラメータを設定します
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3.4 kintoneへレコードを登録する
【ステップの設定例】

93

項目 値

リソース名 プロパティペインでREST Clientリソースを選択。

パス リソース設定のリストからパスを選択。

オペレーション 「POST」を選択。

リクエスト
Content-Type

ボタンを押して「application/json」を選択

レスポンス
Content-Type

ボタンを押して「application/json」を選択

結果保存 「変数」を選択し、結果を格納する変数を指定。
APIから戻されるJSONデータが格納されます

ステータスコード HTTPステータスを格納する変数を指定

メッセージ HTTPレスポンスメッセージを格納する変数を指定

成功 「Valiable」を選択し、成否を格納する変数を指定。
成功時は「True」、失敗時は「False」が格納されます。
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3.4 kintoneへレコードを登録する
【マッパー画面の設定例】

94

登録するレコードをJSON形式で指定
※予め、前ステップにてリクエスト用のJSONデータを生成し、値をマッ
ピングさせることもできます

ルートノードは自動的に「変数」に設定され、
リクエスト用のデータがXML変数「C.UserXML」に格納されます。
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3.4 kintoneへレコードを登録する
【実行結果】

95

リクエストデータ kintoneアプリ
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3.5
kintoneのレコード
を更新する
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3.5 kintoneのレコードを更新する
【API仕様】

cybozu developer network（https://developer.cybozu.io/hc/ja/articles/201941784)より

・ HTTPメソッド

PUT

・ URI

https://(サブドメイン名).cybozu.com/k/v1/record.json

・ リクエストパラメータ（必須）

app （数値、または文字列）

id （数値、または文字列）

・ リクエスト Body

更新するレコード情報(フィールドコードとフィールドの値)をJSON形式で指定

・ レスポンス Body

更新したレコードのリビジョン(JSONで返される）

97
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3.5 kintoneのレコードを更新する
【URIパスとパラメータの設定】

・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」 ＞ 「REST Client」を選択した状態で「Paths」ボタンを押します。

98
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3.5 kintoneのレコードを更新する
【URIパスとパラメータの設定例】

・ 左ペイン下の「パラメータ」ボタンを押して、パスを入力します。

・ パスを選択した状態で、右ペイン下の「パラメータ」ボタンを押し、必要なパラメータを入力します。

99

サーバURLを除
いた(APIバー
ジョンやリソースを
識別する部分）
パスを指定しま
す。ここでは、
「 /k/v1/record.j
son 」

タブを切り替えてパラメータを設定します
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3.5 kintoneのレコードを更新する
【ステップの設定例】

10

0

項目 値

リソース名 プロパティペインでREST Clientリソースを選択。

パス リソース設定のリストからパスを選択。

オペレーション 「PUT」を選択。

リクエスト
Content-Type

ボタンを押して「application/json」を選択

レスポンス
Content-Type

ボタンを押して「application/json」を選択

結果保存 「変数」を選択し、結果を格納する変数を指定。
APIから戻されるJSONデータが格納されます

ステータスコード HTTPステータスを格納する変数を指定

メッセージ HTTPレスポンスメッセージを格納する変数を指定

成功 「Valiable」を選択し、成否を格納する変数を指定。
成功時は「True」、失敗時は「False」が格納されます。
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3.5 kintoneのレコードを更新する
【マッパー画面の設定例】

10

1

更新するレコードID、フィールド情報をJSON形式で指定
※予め、前ステップにてリクエスト用のJSONデータを生成し、値をマッ
ピングさせることもできます

ルートノードは自動的に「変数」に設定され、
リクエスト用のデータがXML変数「C.UserXML」に格納されます。
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3.5 kintoneのレコードを更新する
【実行結果】

10

2

リクエストデータ kintoneアプリ
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3.6
kintoneからレコード
を削除する
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3.6 kintoneからレコードを削除する
【API仕様】

cybozu developer network（https://developer.cybozu.io/hc/ja/articles/201941794)より

・ HTTPメソッド

DELETE

・ URI

https://(サブドメイン名).cybozu.com/k/v1/records.json

・ リクエストパラメータ（必須）

app （数値、または文字列）

ids （数値配列）

・ リクエスト Body

なし(クエリパラメータ指定時) or 削除するレコード番号をJSON形式で指定

・ レスポンス Body

空のJSONデータ

10

4
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3.6 kintoneからレコードを削除する
【URIパスとパラメータの設定】

・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」 ＞ 「REST Client」を選択した状態で「Paths」ボタンを押します。

10

5
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3.6 kintoneからレコードを削除する
【URIパスとパラメータの設定例】

・ 左ペイン下の「パラメータ」ボタンを押して、パスを入力します。

・ パスを選択した状態で、右ペイン下の「パラメータ」ボタンを押し、必要なパラメータを入力します。

10

6

サーバURLを除
いた(APIバー
ジョンやリソースを
識別する部分）
パスを指定しま
す。ここでは、
「 /k/v1/record
s.json 」

タブを切り替えてパラメータを設定します
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3.6 kintoneからレコードを削除する
【ステップの設定例】

10

7

項目 値

リソース名 プロパティペインでREST Clientリソースを選択。

パス リソース設定のリストからパスを選択。

オペレーション 「GET」を選択。

結果保存 「変数」を選択し、結果を格納する変数を指定。
APIから戻されるJSONデータが格納されます

ステータスコード HTTPステータスを格納する変数を指定

メッセージ HTTPレスポンスメッセージを格納する変数を指定

成功 「Valiable」を選択し、成否を格納する変数を指定。
成功時は「True」、失敗時は「False」が格納されます。

※ 前頁のパラメータ値は、「パラメータ」ボタンで設定・
変更します。(設定値を変数にすることで動的に反映)
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3.6 kintoneからレコードを削除する
【マッパー画面の設定例】

10

8

ルートノードは自動的に「変数」に設定され、
リクエスト用のデータがXML変数「C.UserXML」に格納されます。

クエリパラメータに指定する場合、リクエスト用のJSONデータは不要な
ため、空文字を指定します。
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3.6 kintoneからレコードを削除する
【実行結果】

10

9

レスポンスデータ
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3.7
リクエスト/レスポンス
データの扱い方
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3.7 リクエスト/レスポンスデータの扱い方
【JSONスキーマの作成】

・ リクエスト/レスポンスのサンプルデータを元にツール等を利用してJSONスキーマを作成します。

・ 作成したJSONスキーマは、プロジェクトフォルダへ保存します。

111

※ JSON schema Tool (https://jsonschema.net/home)の例

https://jsonschema.net/home
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3.7 リクエスト/レスポンスデータの扱い方
【リクエストデータの設定例】

・ 前ステップでデータマッパーを使用し、リクエストBODYとなるJSONデータを作成します。

下記の例では、CSVファイルからレコード登録用データを設定しています。

11

2

事前に作成・保存したJSONスキーマを指定します。
データはBlob型の変数に格納し、REST Clientコンポーネント
のマッパー画面でRequestBodyのDataBlobへ指定します。
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3.7 リクエスト/レスポンスデータの扱い方
【レスポンスデータの設定例】

・ 後ステップでデータマッパーを使用し、レスポンスデータから必要なデータを抜き出します。

下記の例では、レコード取得データからCSVファイルに書き出しています。

11

3

事前に作成・保存したJSONスキーマを指定します。
データはREST Clientコンポーネントのステップ設定で指
定した結果保存先の変数を指定します。
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THANK 
YOU!


